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市民 ページの

キャンドルナイト
in本丁神楽ロード

本丁商店会
会長　難波　彰浩 さん（51）

　

公
聴
広
報
係
が
新
体
制
に
な
っ
て
、
は
や
２
カ
月

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
り
わ
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
配
属
さ
れ
た
職
員
２
人
を

中
心
に
、
週
３
本
の
映
像
情
報
な
ど
を
制
作
し
放
送

し
て
い
る
「
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
ア
ナ
ロ
グ
29
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
デ
ジ
タ
ル
１
２
２

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

担
当
課
の
職
員
に
も
出
演
し
て
も
ら
い
、
市
の
行

う
事
業
や
制
度
な
ど
を
紹
介
す
る
番
組
を
制
作
し
て

い
ま
す
が
、
慣
れ
な
い
せ
い
も
あ
っ
て
、
放
送
日
に

編
集
後
記

まちの
�伝言板

追
わ
れ
な
が
ら
悪
戦
苦
闘
の
毎
日
を
送
っ
て
い
ま�

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
反
応
を
聞
い

て
み
る
と
、
放
送
し
て
い
る
こ
と
自
体
ま
だ
知
ら
な

い
人
が
多
い
よ
う
な
の
で
す
。
公
聴
広
報
係
な
の
に

う
ま
く
Ｐ
Ｒ
で
き
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
、
恥
ず

か
し
い
限
り
で
す
。

　

さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
会

と
し
て
、
広
報
の
あ
り
方
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
Ｔ
Ｍ
）

　

神
楽
オ
ブ
ジ
ェ
や
携
帯
ス
ト

ラ
ッ
プ
、
神
楽
ど
ら
焼
き
な
ど
、

「
備
中
神
楽
」
を
題
材
に
し
て

次
々
と
地
域
お
こ
し
に
取
り
組

ん
で
い
る
本
丁
商
店
会
「
本
丁

商
人
」（
成
羽
町
下
原
）。

　

そ
ん
な
彼
ら
が
次
に
取
り
組

む
の
が
、「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
ｉ
ｎ
本
丁
神
楽
ロ
ー
ド
」
と

題
し
た
備
中
神
楽
の
上
演
。
神

楽
オ
ブ
ジ
ェ
14
体
が
並
ぶ
商
店

街
「
神
楽
ロ
ー
ド
」、
そ
し
て

隣
接
す
る
新
町
に
も
キ
ャ
ン
ド

ル
を
灯
し
、
成
羽
文
化
セ
ン

タ
ー
建
設
予
定
地
の
神
楽
会
場

に
は
た
い
ま
つ
を
焚
い
て
、
炎

の
明
り
だ
け
で
備
中
神
楽
を
上

演
し
よ
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

　
「
キ
ャ
ン
ド
ル
、
た
い
ま
つ

の
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、

備
中
神
楽
を
思
う
存
分
ご
堪
能

く
だ
さ
い
」
と
難
波
会
長
は
話

し
ま
す
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
。

▽�

日
時
…
６
月
26
日
㈯　

午
後

５
時
～
午
後
10
時
（
予
定
）

▽�

会
場
…
成
羽
文
化
セ
ン
タ
ー
、

神
楽
ロ
ー
ド
周
辺

▽
内
容
…
備
中
神
楽
の
上
演

■�

問
い
合
わ
せ　

本
丁
商
店
会

会
長　

難
波
彰
浩
さ
ん
（
☎

�
２
３
５
６
）

　高梁市の歴史とともに歩んできた私ども学校法人高梁学園は、本年
４月より順正学園へと名称を変更し、新たなスタートを切りました。
また、学園設立当初からある順正短期大学も吉備国際大学短期大学部
へと名称変更いたしました。順正女学校の名をいただいた歴史的背景
と、「順正」の名を広く後世に残したいという思いから、法人名にさせ
ていただきました。
　さて、去る４月４日には少し寒さも残る中ではありましたが、日中
は春晴れの好天にも恵まれ、学園としては初めて吉備国際大学・吉備

国際大学短期大学部・順正高等看護専門学校の３校合同入
学宣誓式を執り行うことができました。684人の新入生を迎
え、県内外から保護者の方にも多数出席いただきました。
また、近藤高梁市長をはじめ、多くの地元各関係機関ご来
賓の方々にもご臨席賜り、ありがとうございました。
　これからも高梁の地域とともに歩み、創立者が掲げた建学
の理念のもと、本学園が理想とする教育研究に教職員一同さ
らに邁進して参る所存でございますので、今後一層のご指導
ご鞭撻を賜りますよう、切にお願い申し上げます。�

■問い合わせ　順正学園入試広報室（☎�７１７８）

順正学園としての
新たなスタート

3 校合同入学宣誓式　4 月 4 日（日）

順正学園　理事長・総長
加計美也子
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今
回
の
備
中
町
「
黒く

ろ

鳥ど
り

」
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
ま
ず
一
番
に

こ
の
付
近
の
地
形
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
備
中
町
は
平
坦

面
が
少
な
く
、
約
七
〇
％
が
隆
起
準
平

原
と
い
わ
れ
る
、
標
高
四
〇
〇
㍍
～

五
〇
〇
㍍
の
起
伏
の
緩
や
か
な
吉
備
高

原
上
に
生
活
の
中
心
が
あ
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
深
く
Ｖ
字
谷
に
削
り
込
ま

れ
た
成
羽
川
の
渓
谷
地
形
の
底
の
小
さ

な
河
成
段
丘
上
の
道
路
に
沿
っ
て
で
き

た
黒
鳥
や
長な
が

谷た
に

な
ど
街が
い

村そ
ん

状
の
地
区
が�

成
羽
川
沿
い
に
点
在
し
て
い
る
の
で

す
。
高
原
上
の
野
呂
（
地
形
）
に
は
平

坦
面
の
ク
ボ
に
水
田
が
開
け
、
起
伏
の

緩
や
か
な
斜
面
は
畑
に
利
用
さ
れ
て
い

て
、
平
地
に
乏
し
い
渓
谷
の
低
地
に
位

置
す
る
黒
鳥
な
ど
と
は
対
称
的
で
高
度

差
が
二
～
三
〇
〇
㍍
有
り
、
交
通
は
高

原
か
ら
流
れ
出
る
小
さ
な
谷
に
沿
っ
て

道
が
発
達
し
、
上
下
の
交
通
路
は
難
所

が
多
く
急
峻
な
坂
道
を
人
や
牛
馬
で

物
資
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
高
原
の
物

資
は
谷
沿
い
の
道
を
下
り
、
成
羽
川
沿

い
の
黒
鳥
や
長
谷
の
河か

岸し

場ば

に
集
め
ら

れ
、
市
場
が
発
達
し
ま
し
た
。

　

中
世
か
ら
黒
鳥
や
長
谷
は
、
布
賀

村
の
一
部
で
し
た
。
江
戸
時
代
の

「
正
保
郷
帳
」（
正
保
二
〇
三
年
頃

＝
一
六
四
五
～
四
六
）
で
は
布
賀
村

四
八
〇
石
余
り
の
枝
村
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
布
賀
は
中
世
河
上
郡
穴
斗（
門
）

郷
（「
布
賀
八
幡
宮
棟
札
」
＝
「
県
古

文
書
集
」）
と
書
か
れ
平
川
氏
の
勢
力

が
強
か
っ
た
地
域
で
し
た
。
そ
の
後
毛

利
の
支
配
か
ら
幕
府
領
、
そ
し
て
元
和

三
年
（
一
六
一
七
）
松
山
藩
領
、
同
四

年
成
羽
藩
領
、そ
の
後
再
び
松
山
藩
領
、

寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
幕
府
領
と

な
り
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
松
山

藩
主
水み
ず

谷の
や

勝か
つ

美よ
し

の
弟
勝
時
が
三
〇
〇
〇

石
を
与
え
ら
れ
、布
賀
に
陣
屋
を
構
え
、

水
谷
氏
領
と
し
て
、
高
原
上
の
布
賀
が

政
治
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
弘
化
か

ら
嘉
永
年
間
（
一
八
四
四
～
五
四
）
頃

に
な
っ
て
、
成
羽
川
の
高
瀬
舟
に
よ
る

河
川
交
通
が
さ
か
ん
に
な
る
と
、
便
宜

を
考
え
て
、
安
政
三
年
（
一
八
五
八
）

に
布
賀
陣
屋
を
下
の
黒
鳥
に
移
し
た
た

め
、
河か

岸し

の
「
黒
鳥
」
が
発
展
し
、
市

場
町
と
し
て
栄
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
黒
鳥
の
町
に
は
当
時
の
面
影
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
塩
田
瓦
を
葺
い
た
商
家

が
残
り
、
舟
稼
ぎ
で
栄
え
た
商
家
な
ど

も
見
ら
れ
、
町
通
り
に
は
川
湊
の
あ
っ

た
川
岸
へ
の
小
さ
な
路
地
も
残
っ
て
い

て
、
黒
鳥
の
町
の
昔
を
彷
彿
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。
町
の
上か

み

（
地
域
局
へ
の
入
り

口
付
近
か
ら
）
は
「
上
の
市
場
」
そ
れ

よ
り
下
は
「
下
の
市
場
」
と
い
わ
れ
、

高
原
の
牛
や
農
産
物
が
売
買
さ
れ
、
牛

市
が
賑
わ
い
、
高
原
の
木
炭
、
米
、
コ

ン
ニ
ャ
ク
、
煙
草
が
牛
馬
に
よ
っ
て
運

び
出
さ
れ
、
問
屋
に
よ
っ
て
高
瀬
舟
で

下
流
の
玉
島
や
笠
岡
方
面
へ
積
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
下
の
市
場
に
あ
る
原
田

秀
生
さ
ん
宅
は
昭
和
の
初
め
迄
紺こ

ん

屋や

を

し
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
大
正
・
昭

和
の
頃
迄
賑
わ
っ
て
い
た
町
の
様
子
を

西
家
昭
二
さ
ん
は
資
料
を
交
え
て
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。『
「
黒
鳥
」
の
家
の
多

く
は
、“
布
寄
・
長
地
や
布
賀
な
ど
の

野
呂
方
か
ら
下
り
て
商
い
を
し
て
黒
鳥

に
住
み
つ
い
た
家
が
多
か
っ
た
”と
か
、

“
当
時
の
家
の
屋
号
も
残
っ
て
い
る
”

と
か
、
明
治
の
時
代
か
ら
高
原
の
牛
が

集
ま
り
牛
市
が
立
ち
、
市
の
日
に
は
大

変
賑
わ
っ
て
、
店
が
繁
盛
し
て
い
た
。

ま
た
、
高
原
の
煙
草
も
集
荷
さ
れ
仲
買

人
や
問
屋
も
い
て
大
変
栄
え
た
市
場
町

だ
っ
た
』
な
ど
と
懐
か
し
そ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
現
在
の
黒
鳥
の
町
の

か
た
ち
は
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）

の
成
羽
川
の
大
洪
水
の
時
、
町
の
大
半

が
被
害
に
あ
っ
た
後
、
町
が
変
わ
っ
た

と
い
わ
れ
、
当
時
は
成
羽
川
が
南
の
山

す
そ
寄
り
に
折
れ
曲
が
っ
て
流
れ
て
い

た
ら
し
く
、
現
在
の
富
家
小
学
校
付
近

は
以
前
の
川
床
だ
っ
た
の
で
す
。「
黒

鳥
」
は
吉
備
高
原
上
（
野
呂
地
域
）
の

谷
口
集
落
と
し
て
、
ま
た
、
市
場
集
落

と
し
て
、
河
岸
場
と
し
て
古
く
か
ら
成

羽
川
の
水
運
に
依
存
し
て
発
展
し
て
き

た
町
だ
っ
た
の
で
す
。
今
で
も
黒
鳥
陣

屋
の
あ
っ
た
鶴
見
邸
や
平
川
氏
一
族

だ
っ
た
平
川
邸
付
近
に
野
呂
と
河
岸
場

を
結
ぶ
奥
ノ
谷
沿
い
の
道
の
出
口
が

あ
っ
て
、
古
く
か
ら
牛
馬
に
荷
を
背
負

わ
せ
て
往
き
来
し
た
重
要
な
道
路
の
出

口
で
、
谷
口
集
落
と
し
て
の
「
黒
鳥
」

の
歴
史
を
語
る
場
所
と
し
て
大
切
な
場

所
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
黒
鳥
」
の
地
名
の
由
来
は
よ
く
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
「
黒
」
は
地
名
に

よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。「
く
ろ
」は「
ク

ラ
」
を
表
わ
し
、
崩・
壊・
地・
形・
と
か
崖・
を

意
味
し
、
崩
れ
や
す
い
石
の
多
い
地
を

表
わ
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
。ま
た「
グ

ロ
」
と
い
う
意
味
に
も
用
い
ら
れ
、「
物

の
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
」
な
ど
を
言

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
ク
ロ
」
は
「
ク

ル
」（
転
）
で
川
の
曲
流
点
を
示
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。「
ト
リ
」（
鳥
・
酉
・

取
）
は
切
り
取
ら
れ
た
よ
う
な
地
形
の

意
味
で
、
や
は
り
崩・
壊・
地・
形・
、
浸・
食・
地・

形・
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

「
黒
鳥
」
と
は
自
然
地
名
に
由
来
す
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

�

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

六
十
六
　
備
中
町

　
　
　
　
　
黒
　
鳥

奥ノ谷沿いの野呂から黒鳥への出口（谷口）塩田瓦の民家も残る黒鳥の市場集落

【お詫びと訂正】　先月号の 26 ページ「地名を歩く」に誤りがありました。
　　　　　　　　お詫びして訂正します。
　　　　　　　　（誤）作業門　→　（正）作事門


